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1.高等学校における消費者教育の指導計画例
（1）指導計画作成にあたって

　共通教科「家庭」は、高等学校学習指導要領において、生徒が自分の生活に結び付けて学習できるよ

う、問題解決的な学習を充実することが示されています。消費者教育に関しては、社会において主体的

に生きる消費者を育む観点から、消費の在り方及び資源や環境に配慮したライフスタイルの確立を目指

した指導の充実が求められています。

　高等学校の家庭では、共通教科「家庭」の「家庭基礎」、「家庭総合」の科目及び専門教科「家

庭」の「消費生活」において、契約、ローン、クレジットなどの消費者信用、多重債務問題等について

具体的に扱っています。

　また、平成30年改訂の高等学校学習指導要領では成年年齢の引下げを踏まえ、契約の重要性や消費者保

護の充実を図るとともに、自立した消費者として、意思決定に基づいた消費行動をすることが示されてい

ます。指導にあたっては、売買契約の他にも多様な契約があること、未成年・成年の法律上の違い（未成

年者取消権の有無）や消費者被害の未然防止の重要性が理解できるよう、展開することが重要です。

　指導計画の作成にあたっては、中学校技術・家庭科、公民科、数学科、理科及び保健体育科などとの関

連を図るとともに、他の内容と関連付けて指導するなど、限られた単位数の中で効果的に学習できるよう

作成する必要があります。また、具体的な事例をはじめ実験・実習などの実践的・体験的な学習や問題解

決的な学習を通して理解させるよう工夫することも大切です。

　学校によって、科目の設置は異なりますが、生徒の実態に応じて本Web版教材を活用してください。

（2）学習活動の工夫
　高等学校の家庭科における消費者教育は、生涯を見通した家計管理、リスク管理を考え、消費者とし

て主体的に判断し行動できる自立した消費者を目指しています。今日の家計は、クレジットカードや電

子マネーの普及などキャッシュレス化によって大きく変化しており、情報が氾濫する中で慎重な意思決

定が求められています。

　指導にあたっては、クレジットカードの作成や買い物の疑似体験、シミュレーションソフトを利用し

たリボ払いの利息計算など、具体的な事例を取り入れた学習が有効です。事例を通して、自分のことと

して捉えることで、クレジットカードのメリット・デメリットやキャッシュレス社会が家計にもたらす

利便性・問題点について、理解が深まります。

　また、課題解決を図るために必要な思考力、判断力、表現力等を育むために、生徒が自分でまとめた

事柄などについて説明したり、相手の立場や考えをお互いに尊重して話し合ったりするなど「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向けて、より深く学ぶ工夫や、論述、討論、発表等の言語活動の充実を図

った学習活動を展開することが重要です。

　ワークシートの作成にあたっては、生徒の記述内容から「知識及び技能」を評価するだけでなく、

「思考力・判断力・表現力等」も評価できるよう設問を工夫することも必要です。振り返りやまとめに

ついては、生徒の実態に合わせて指導することで、学習の定着を図ることができます。

　消費者教育で学ぶ内容は、生徒自身が経験していないことが多く、自分事として捉えにくいのです

が、卒業してから役立つ学習が多いため、自分にも起こり得ることを自覚させることが重要です。した

がって、身近な事例をあげたり、視覚的教材を活用したり、ロールプレイをしたりするなど、主体的に

取り組む姿勢を育成していくことが大切です。

4. 授業展開例
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（３）高等学校「家庭」における消費生活にかかわる内容と本教材の活用例
　（新学習指導要領「家庭総合」を基に作成）

内容Ｃ
持続可能な消費生活・環境 時間

本Weｂ版教材を使用した授業
ステージ１ ステージ２ ステージ３ 番外編

クレジットカードを作っ
てみよう

クレジットカードで買い
物をしてみよう

クレジットカードは計画
的に利用しよう

18歳は大人？大人になるっ
てどんなこと？

学習項目（キーワード）

（1）生活における
経済の計画

・家計の構造 1. 1 ・収入と支出

・生活における経済
の管理・計画 2.

1 ・給与明細の見方

1

・ローン、クレジット
のキャッシング機能

・元利均等払い
・キャッシュレス化に
よる金銭管理（信用
を築くことの大切
さ）

・生活における経済
と社会の関わり 1 1

（2）消費行動と意
思決定

・契約の重要性

5

2

・クレジットカードと
契約

・消費者信用
・クレジットカードの
仕組み

・ネットショッピング
利用時の注意事項

・クレジットカードの
トラブルと規約

・契約の基本
・消費者保護の制度
・クーリング・オフ
・通信販売と返品特約
・取消しと無効

・消費行動における
意思決定 2

・店舗販売、無店舗販売
・多様化する支払方法
と様々なカード

・クレジットカードの
利用と管理

・クレジットカードの支
払方法（分割払い、リ
ボルビング払い）

・ネットショッピング利
用時の注意事項

・利息の計算方法
・信用情報機関

・消費生活の現状と
課題 1

・クレジットカードの
トラブルと規約

・多重債務と債務整理 ・事業者と消費者の構
造的な格差

・問題商法（キャッチ
セールス）

・消費者の権利と責任 1 1

（3）持続可能なラ
イフスタイル
と環境

・生活と環境の関
わり 4.

2

・持続可能な社会 2

（４）新学習指導要領で充実された消費者教育の内容
◆　小学校、中学校、高等学校「家庭科」の系統的な消費者教育

　今回の改訂において、小学校「家庭科」では、現行の消費者教育に関する内容に加え「買い物の仕組

み、売買契約の基礎」、「物や金銭の使い方と買い物について、消費者の役割が分かること」、中学校

「技術・家庭科」では「購入方法や支払方法の特徴、計画的な金銭管理の必要性、三者間契約」、「自

立した消費者としての責任ある消費行動」の内容などが新たに追加されました。

　高等学校の「家庭基礎」「家庭総合」では、小・中・高校での系統性や成年年齢引下げを踏まえ、学

習内容C「持続可能な消費生活・環境」として新たに位置付けられ、「契約の重要性、消費者保護の仕組

み」などが追加されました。成年となる18歳までに、より実践的な学習を通して、消費者としての自覚

が身に付く消費者教育の充実を図っていきます。

◆　学校組織としての消費者教育

　今回の改訂を踏まえ、社会科、家庭科の教科だけではなく、「総合的な探究の時間」や東京都立高校

独自教科「人間と社会」などの教科横断的な科目や、学校の教育活動全体を通して、組織的に消費者教

育に取り組むことが重要となってきます。その際は、児童生徒が自らのことと捉え、主体的に取り組め

るように、学校の実態や児童生徒の発達段階に合わせて、ＤＶＤによる視覚的教材や外部講師を活用

し、具体的な事例に触れることも有効です。
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（1）スタンダード版

　　

●題材名	 	 クレジットカードと契約

●題材の目標		 ・クレジットカードの仕組みと特徴を理解する。
	 	 	 ・契約の基礎知識を踏まえ、クレジットカードの会員規約をよく読み、
	 	 	 　規約を守ることの大切さを理解する。

●学習指導過程

時　間 主な学習活動 指導上の留意点 教材・資料

導　入
5分

●自分や家族の持ってい
るカードを話し合う。

・身の回りにあるカードを答えさせ、支払
いに使用できるカードとそうでないカー
ドの種類を確認させる。

展開Ⅰ

20分

●Web 版読本で「クレ
ジットカードを作成す
る場面」を疑似体験す
る。

●Web 版読本で「クレ
ジットカードが発行さ
れるまで」の流れを確
認する。

・契約の基礎知識を伝える。
・販売方法や支払方法の多様化により、契
約が複雑化している現状を伝える。

・支払いに使用できるカードの機能を説明
し、クレジットカードは他のカードと違
い、「信用」がないと持つことができな
いことを伝える。

・身近な例や、クレジットカードを利用す
る機会が増えている背景を説明し、クレ
ジットカードを利用する際の利点と急激
に普及している理由について、考えさせ
る。

・クレジットカードが発行されるまでの流
れとクレジットカードの仕組みについて
理解させる。

・クレジットカードを利用する場合、クレ
ジット会社に借金をして商品等を購入す
ることになるため、経済的に信用のある
人だけがクレジットカードを持てること
を伝える。

ワークシート①
・契約の基礎知識
・販売方法の多様化
・支払方法の多様化

・クレジットカードのメリットを考え
よう

指導者用パワーポイント資料

ワークシート①
・クレジットカードの仕組み

指導者用パワーポイント資料

展開Ⅱ

15分

●Web 版読本で「クレ
ジットカード○×クイ
ズ」に挑戦する。

●Web 版読本で「クレ
ジットカード申込書」
を確認する。

・「○○カード会員規約」の画面から情報を
集め、クイズに挑戦させる。

・会員規約の内容が契約の内容であること、
規約を守ることの大切さを理解させる。

・クレジットカードの申込用紙を見せ、氏
名や電話番号のほかにも、収入や借り入
れなどの個人情報を記入する項目がある
こと、正しい内容を記入することを確認
させる。

ワークシート①
・クイズに挑戦

指導者用パワーポイント資料　

まとめ

５分

●学習内容をワークシー
トにまとめ、発問に答
える。

・契約の基礎知識、クレジットカードの仕
組み、会員規約を守ることの大切さにつ
いて理解したかどうか、発問する。

ワークシート①
・まとめ

2.Web版消費者教育読本を活用した授業展開例及びワークシート

　授業展開例①　ステージ１　「クレジットカードを作ってみよう」
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ワークシート解答例 ※生徒用及び解答付ワークシート（エクセル）は Web サイトからダウン
ロードできます。先生用ページ「教材紹介」からご覧ください。
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。
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。
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す
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。
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・
・
・
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め
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方
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機
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前
払
い

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

事
前
に
お
金
を
支
払
っ
て
、
カ
ー
ド
に
登
録

さ
れ
た
金
額
ま
で
買
い
物
な
ど
に
利
用
で
き

る
。

代
金
を
支
払
う

即
時
払
い

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

カ
ー
ド
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用
と
同
時
に
代
金
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行
口
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か
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引
き
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と
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れ
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後
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ク
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ト
カ
ー
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買
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の
後
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代
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落
と
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れ
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現
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ド
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口
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ら
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他
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お
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り
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ー
ド
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口
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お
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る
。
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ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト
を
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え
よ
う
】

①
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現
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）
を
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っ
て
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な
く
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で
き
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。
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が
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。
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（
　
海
外
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き
る
。

【
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カ
ー
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組
み
】
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シ
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①
　

ク
レ
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ッ
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作

っ
て

み
よ

う
・
ク
レ
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ト
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契
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び
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
よ
る
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三
者
間
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契
約
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
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メ
リ
ッ
ト
　
）
が
あ
る
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
は
（
　
信
用
　
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
は
（
　
必
ず
支
払
い
が
で
き
る
　
）
と
認
め
た
人
と
だ
け
会
員
契
約
を
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
へ
の
（
　
借
金
　
）
で
あ
る
。

【
ク
イ
ズ
に
挑
戦
】
会
員
規
約
か
ら
ヒ
ン
ト
を
探
し
て
、
ク
イ
ズ
の
答
え
と
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
第
1問
：
収
入
が
あ
れ
ば
誰
で
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

	
	

○
か
×
か
？
	

自
分
の
答
え
	

	
	

正
解
（
　
　
×
　
　
）

◆
ヒ
ン
ト
：
規
約
第
１
条

理
由
：
例
）
第
1条
の
会
員
資
格
に
「
本
規
約
を
承
認
の
う
え
○
○
カ
ー
ド
株
式
会
社
が
発
行
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
入
会

申
込
を
し
た
個
人
の
う
ち
、
当
社
が
入
会
を
認
め
た
方
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
（
も
し
く
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
入
会
申

込
を
し
た
個
人
の
う
ち
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
入
会
を
認
め
た
人
し
か
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
）
。

　
第
2問
：
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
所
有
権
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
あ
る
。

	
	

○
か
×
か
？
	

自
分
の
答
え
	

	
	

正
解
（
　
　
○
　
　
）

◆
ヒ
ン
ト
：
規
約
第
４
条
１
項
、
２
項
、
第
11
条

理
由
：
例
）
第
4条
の
カ
ー
ド
の
貸
与
・
有
効
期
限
に
「
当
社
は
、
入
会
申
込
時
に
会
員
が
指
定
し
た
カ
ー
ド
を
、
会
員
１
名
に
つ

き
１
枚
発
行
し
、
貸
与
す
る
。
」
、
「
カ
ー
ド
の
所
有
権
は
当
社
に
属
し
、
会
員
本
人
以
外
は
使
用
で
き
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
る

か
ら
（
も
し
く
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
所
有
権
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
あ
り
、
会
員
に
貸
与
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
）
。

　
第
3問
：
暗
証
番
号
は
4ケ
タ
の
数
字
で
あ
れ
ば
何
で
も
構
わ
な
い
。

	
	

○
か
×
か
？
	

自
分
の
答
え
	

	
	

正
解
（
　
　
×
　
　
）

◆
ヒ
ン
ト
：
規
約
第
５
条
２
項
、
３
項

理
由
：
例
）
第
5
条
の
暗
証
番
号
に
「
届
出
の
暗
証
番
号
は
、
他
人
に
容
易
に
推
測
さ
れ
な
い
よ
う
な
数
字
（
例
え
ば
、

「
00
00
」
、
「
12
34
」
お
よ
び
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
自
宅
の
番
地
等
は
お
避
け
く
だ
さ
い
）
の
組
み
合
わ
せ
を
用
意
す

る
と
と
も
に
、
他
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
会
員
が
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
管
理
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
」

と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
（
も
し
く
は
暗
証
番
号
は
他
人
に
推
測
さ
れ
な
い
よ
う
な
数
字
を
設
定
し
て
、
誰
に
も
教
え
て
は
い
け

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
）
。

【
ま
と
め
】
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
う
と
き
に
注
意
す
る
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
。

例
）
契
約
と
は
法
律
上
の
約
束
事
で
い
っ
た
ん
成
立
し
た
ら
、
内
容
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

現
在
は
現
金
以
外
の
お
金
の
代
わ
り
を
す
る
カ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
信
用
と
い
う
意
味
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
経
済
的
に
信
用
の
あ
る
人
だ
け
が
持
て
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
便
利
だ
が
、
借
金
を
し
て
物
を
買
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
自
分
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
管
理
を
し
っ
か
り
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
会
員
規
約
は
契
約
に
関
わ
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
守
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

ク
レ

ジ
ッ

ト
と

は

「（
信

用
）」

　

S
H
O
P

　 　
 

　
　

　
 

　
　

③（
一

括
払

い
　

  ま
た

は
分

割
払

い
）

（
三

者
間

）
契

約
①（

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
　

  の
提

供
）

②（
代

金
一

括
立

替
払

い
）

（　
　　

　　
　　

）
（　

　　
　　

　　
）

ク
レ
ジ
ッ
ト

会
社
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●題材名	 	 クレジットカードの支払方法、ネットショッピングとクレジットカード利用時の注意事項

●題材の目標		 ・クレジットカードの支払方法の種類と特徴を知り、自分に合った使い方について考える。
	 	 	 ・クレジットカード使用時の注意事項を知り、実生活に役立つ力を身に付ける。	
	
●学習指導過程

時　間 主な学習活動 指導上の留意点 教材・資料

導　入
5分

●前回の授業内容を理解
しているか確認する。

・契約の基礎知識、クレジットカードの使
い方について復習させる。

展開Ⅰ

15分

●Web 版読本で「クレ
ジットカードを使った
ネットショッピング」
を疑似体験する。

・クレジットカードの主な支払方法である
「一括払い」「分割払い」「リボ払い」の
違いを理解させる。

・「分割払い」「リボ払い」については、利
息計算用プログラム（エクセル）を使い、
手数料と支払総額をシミュレーションさ
せ、ワークシートに記入させる。

・３つの支払方法のメリット・デメリット
を考えさせる。

ワークシート②
・クレジットカードの支払方法

・分割払い、リボ払いの手数料をシミュ
レーションしてみよう

・一括払い、分割払い、リボ払いのメリッ
ト、デメリットを書いてみよう

指導者用パワーポイント資料

展開Ⅱ

10分

●Web 版読本で「ネッ
トショッピング○×ク
イズ」に挑戦する。

・クイズの答えを解説し、ネットショッピ
ング利用時の注意点を確認させる。実際、
利用したことのある生徒に対して、不安
な点などがあったかどうか発問する。

・ネットショッピングを賢く利用するポイ
ントについて確認させる。

①信頼できる事業者かどうか確認する。
②ネットショッピングではクーリング・オフ
制度がないため、返品特約などの表示をよ
く読む。

③サイトの安全性（SSL など）を確認する。
④契約内容は保管する。

ワークシート②
・クイズに挑戦

・ネットショッピングを利用する時に
気を付けることをまとめてみよう

指導者用パワーポイント資料

展開Ⅲ

10分

●Web 版読本で「こん
なときどうする？クレ
ジットカードトラブ
ル」に挑戦する。

・3つのトラブル事例（漫画）について会員
規約から根拠を探し、答えと理由、そこ
から気付いたことをワークシートに記入
させる。

・ワークシートの記述内容を発表させ、発
表内容を整理し、解説する。

・トラブルを防ぐためのポイントを確認す
る。

ワークシート②
・事例ワーク

指導者用パワーポイント資料

まとめ

５分

●学習内容をワークシー
トにまとめ、発問に答
える。

・クレジットカードの支払方法、ネット
ショッピング及びクレジットカード利用
時の注意点について理解したかどうか、
発問する。

ワークシート②
・まとめ

　授業展開例②　ステージ２　「クレジットカードで買い物をしてみよう」
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ワークシート解答例 ※生徒用及び解答付ワークシート（エクセル）は Web サイトからダウン
ロードできます。先生用ページ「教材紹介」からご覧ください。

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支
払
方
法
】

種
　
類

支
払
方
法

手
数
料

一
括
払
い

1回
払
い
、
ボ
ー
ナ
ス
1回
払
い
な
ど

か
か
ら
な
い

分
割
払
い

購
入
の
都
度
（
　
支
払
回
数
　
）
を
決
め
て
支
払
う

3/
6/
10
/1
2/
24
/3
6回
払
い
な
ど

（
　
か
か
る
　
）

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
	

（
「
リ
ボ
払
い
」
と
も
い
う
）

毎
月
（
　
一
定
額
　
）
・
（
　
一
定
率
　
）
で
支
払
う

（
　
か
か
る
　
）

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支
払
方
法
は
主
に
（
　
３
　
）
　
通
り
あ
る
。

・
（
　
分
割
　
）
払
い
、
（
　
リ
ボ
　
）
払
い
な
ど
、
分
割
し
て
代
金
を
支
払
う
場
合
は
手
数
料
が
か
か
る
。

・
カ
ー
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
手
数
料
と
は
（
　
利
息
　
）
の
こ
と
で
、
お
金
の
レ
ン
タ
ル
料
で
あ
る
。

【
分
割
払
い
、
リ
ボ
払
い
の
手
数
料
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
よ
う
】

　
今
月
6万
円
の
ス
ノ
ボ
を
買
い
、
翌
月
3万
円
の
洋
服
を
買
っ
た
場
合
の
比
較
表
（
○
○
カ
ー
ド
会
社
の
場
合
）

種
　
類

条
　
件

支
払
終
了
時
期

手
数
料

支
払
総
額

一
括
払
い

翌
月
一
活
払
い

各
購
入
月
の
翌
月

0円
90
,0
00
円

分
割
払
い

ス
ノ
ボ
6回
払
い
、
洋
服
3回
払
い

6か
月
後

2,
46
6円

92
,4
66
円

リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い
	

（
「
リ
ボ
払
い
」
と
も
い
う
）

毎
月
1万
円
、
元
利
均
等
払
い

10
か
月
後

5,
61
8円

95
,6
18
円

【
一
括
払
い
、
分
割
払
い
、
リ
ボ
払
い
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
書
い
て
み
よ
う
】

種
　
類

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト

一
括
払
い

手
数
料
が
か
か
ら
な
い
。

高
額
な
買
い
物
で
は
、
一
度
に
支
払
え
る
か
心
配
な
場
合
も
あ
る
。

分
割
払
い

1
回
当
た
り
の
支
払
額
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
高
額
な
買
い
物
も
で
き
る
。

支
払
終
了
時
期
と
手
数
料
が
、
あ
ら
か
じ
め
分
か
る
。

手
数
料
が
か
か
る
。

買
い
物
が
増
え
る
と
、
１
回
当
た
り
の
支
払
額
が
多
く
な
る
。

支
払
回
数
は
途
中
で
変
更
で
き
な
い
。

リ
ボ
払
い

毎
月
の
支
払
額
が
一
定
な
の
で
家
計
管
理
が
し
や
す
い
。
手
数
料
が
か
か
る
。

買
い
物
が
増
え
る
ほ
ど
支
払
回
数
が
増
え
、
手
数
料
の
負
担
も
重
く

な
る
。
支
払
終
了
時
期
が
分
か
り
に
く
い
。

【
ク
イ
ズ
に
挑
戦
】
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
○
×
ク
イ
ズ
に
答
え
て
、
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
第
1問
：
検
索
サ
イ
ト
で
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
事
業
者
の
サ
イ
ト
は
、
人
気
が
あ
る
の
で
信
用
で
き
る
。

	
	

○
か
×
か
？
	

自
分
の
答
え
	

	
	

正
解
（
　
　
×
　
　
）

理
由
：
例
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
、
サ
イ
ト
制
作
の
技
術
さ
え
あ
れ
ば
著
名
な
会
社
と
同
じ
よ
う
な
も
の

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
語
で
表
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
国
内
の
事
業
者
と
は
限
ら
ず
、
検
索
サ
イ
ト
で
上
位
に

表
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
信
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
第
2問
：
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
購
入
し
た
商
品
に
は
、
法
律
上
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
な
い
。

	
	

○
か
×
か
？
	

自
分
の
答
え
	

	
	

正
解
（
　
　
○
　
　
）

理
由
：
例
）
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は
、
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
か
ら
一
方
的
に
契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
。

た
だ
し
、
店
舗
販
売
や
通
信
販
売
に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　
第
3問
：
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を
入
力
す
る
際
は
、
そ
の
サ
イ
ト
が
安
全
対
策
を
と
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
。

	
	

○
か
×
か
？
	

自
分
の
答
え
	

	
	

正
解
（
　
　
○
　
　
）

理
由
：
例
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
オ
ー
プ
ン
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
の
で
、
デ
ー
タ
を
送
受
信
す
る
経
路
で
盗
み
見
ら
れ
た
り
、

改
ざ
ん
さ
れ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
サ
イ
ト
が
SS
L（
情
報
の
暗
号
化
）
や
3D
セ
キ
ュ
ア
（
本
人
認
証
シ

ス
テ
ム
）
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
る
か
確
認
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
の
情
報
を
不
正
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
買
い
物
を
し
て
み
よ
う

【
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
す
る
時
に
気
を
付
け
る
こ
と
を
ま
と
め
て
み
よ
う
】

例
）
　

・
通
信
販
売
の
場
合
、
返
品
・
交
換
で
き
る
か
は
サ
イ
ト
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
申
込
時
に
は
、
商
品
の
表
示
（
材
質
、
サ
イ

ズ
、
数
量
な
ど
）
や
購
入
条
件
（
納
期
、
支
払
方
法
、
送
料
、
支
払
手
数
料
、
返
品
条
件
）
を
確
認
し
て
か
ら
申
し
込
む
。

・
そ
の
サ
イ
ト
が
S
S
L（
情
報
の
暗
号
化
）
や
３
D
セ
キ
ュ
ア
（
本
人
認
証
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
の
安
全
対
策
を
と
っ
て
い
る
か

を
確
認
す
る
。

・
一
般
に
流
通
し
て
い
る
価
格
よ
り
も
大
幅
に
安
く
販
売
さ
れ
て
い
な
い
か
、
商
品
が
模
倣
品
で
な
い
か
注
意
す
る
。

・
所
在
地
、
代
表
者
名
、
電
話
番
号
等
の
記
載
が
あ
る
か
、
他
の
利
用
者
の
評
価
な
ど
事
業
者
の
情
報
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
。

・
申
し
込
み
画
面
や
契
約
確
認
の
受
注
メ
ー
ル
な
ど
は
、
必
ず
保
管
す
る
。

【
事
例
ワ
ー
ク
】
次
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
会
員
規
約
の
画
面
か
ら
情
報
を
集
め
、
自
分
で
回
答
を
考
え
て
発
表
し
よ
う
。

＜
事
例
1
＞
先
輩
か
ら
「
財
布
を
忘
れ
た
の
で
、
悪
い
け
ど

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
貸
し
て
く
れ
る
？
後
で
お
金
は
払
う

か
ら
。
」
と
言
わ
れ
て
、
断
り
き
れ
ず
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
貸
し
た
。
と
こ
ろ
が
先
輩
か
ら
「
ご
め
ん
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
な
く
し
ち
ゃ
っ
た
。
」
と
言
わ
れ
た
。
あ
わ
て
て

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
と
警
察
に
紛
失
届
を
出
し
た
が
、
後
日
先

輩
も
使
っ
た
覚
え
が
な
い
20
万
円
の
請
求
が
来
た
。
ク
レ
ジ

ッ
ト
会
社
に
連
絡
す
れ
ば
、
こ
の
20
万
円
は
支
払
わ
な
く
て

も
よ
い
か
。

【
ま
と
め
】
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
気
を
付
け
る
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
。

例
）
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
ら
裏
面
に
す
ぐ
サ
イ
ン
す
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
他
人
に
貸
し
て
は
い
け
な
い
。

暗
証
番
号
は
誰
に
も
教
え
て
は
い
け
な
い
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
り
盗
難
に
遭
っ
た
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
と
警
察

に
す
ぐ
に
連
絡
す
る
。
利
用
明
細
書
は
必
ず
確
認
し
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
す
ぐ
に
連
絡
す
る
。

ど
ち
ら
か
に
○
を
付
け
よ
う
	

	
	

支
払
わ
な
く
て
も
よ
い
	
	

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
　
◆
ヒ
ン
ト
　
　
会
員
規
約
第
4条

　
例
）
会
員
規
約
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
他
人
に
貸
し
て
不
正
利
用
さ
れ
て
も
支
払
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
。

＜
事
例
2
＞
財
布
の
中
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
連
絡
し
た
が
警
察
に
は
届
け
な
か
っ
た
。
使
っ
た
覚
え
の
な

い
30
万
円
の
請
求
が
来
た
が
、
私
は
支
払
わ
な
く
て
も
よ
い
か
。

ど
ち
ら
か
に
○
を
付
け
よ
う
	

	
	

支
払
わ
な
く
て
も
よ
い
	
	

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
　
◆
ヒ
ン
ト
　
　
会
員
規
約
第
8条

　
例
）
警
察
に
連
絡
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
補
償
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
か
ら
。

＜
事
例
3
＞
リ
ボ
払
い
で
注
文
し
た
6万
円
の
ス
ノ
ボ
が
催
促
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
3週
間
経
っ
て
も
届
か
な
い
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
請
求
書
が
届

い
た
が
、
所
定
の
手
続
き
を
す
れ
ば
私
は
注
文
し
た
商
品
が
届
く
ま
で
支
払
い

を
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

ど
ち
ら
か
に
○
を
付
け
よ
う
	

	
	

ス
ト
ッ
プ
で
き
る
		

	
ス
ト
ッ
プ
で
き
な
い

理
由
　
◆
ヒ
ン
ト
　
　
会
員
規
約
第
13
条

　
例
）
こ
の
場
合
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
「
商
品
が
届
く
ま
で
、
私
は
代
金
を
支
払
わ
な
い
」
と
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。
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●題材名	 	 キャッシュレス化に伴う金銭管理

●題材の目標		 ・クレジットカードの使い過ぎによるトラブル事例、リボ払いの注意点、手数料（利息）
	 	 	 　の計算方法について理解する。
	 	 	 ・万一、多重債務に陥った場合の対処方法について理解する。
	 	 	 ・クレジットカードは計画的に利用することが大切であることを理解する。

●学習指導過程

時　間 主な学習活動 指導上の留意点 教材・資料

導　入
5分

●前回の授業内容を理解
しているか確認する。

・クレジットカードの支払方法、ネット
ショッピングでクレジットカードを使用
する際の注意点について理解したか確認
する。

展開Ⅰ

15分

●Web 版読本で「クレ
ジットカードで買い物
をし過ぎた場合」を疑
似体験する。

・利息計算に必要な用語と、利息の計算方
法について理解させる。

・金利や月々の支払額によって、利息と支
払総額が変わることを理解させる。

・お金を借りる時は、金利と支払総額を確
認することが大切であることを伝える。

ワークシート③
・利息の計算方法
・利息を計算してみよう

・「利息計算用プログラム」に条件を入
力し、利息と支払総額を記入しよう

指導者用資料パワーポイント

展開Ⅱ

10分

●Web 版読本で「多重
債務に陥る場面」を疑
似体験する。

●万一、多重債務に陥っ
てしまったときの対処
法を知る。

・「ローン」「クレジットカードのキャッシ
ング機能」とは何かを解説する。

・キャッシング機能は簡単に借りられる反
面、借り過ぎに注意が必要であることを
理解させる。

・多重債務とはどのようなことか理解させ
る。

・借金返済のために借金をすると、利息が
雪だるま式に増えてますます返済困難に
陥ることを理解させる。

・多重債務には「債務整理」という救済措
置があることを伝える。

・万一の場合、一人で悩まず消費生活セン
ターへ相談することを促す。

ワークシート③
・ローン・クレジットカードのキャッ
シング機能とは

・ローン・キャッシングの注意点
・ローンやキャッシングを利用する時
に注意することをまとめてみよう

指導者用パワーポイント資料

展開Ⅲ

10分

●Web 版読本で「信用情
報機関の場面」を確認
する。

・信用情報機関は、クレジットカードや
ローンの契約内容、支払履歴を収集して
おり、金融機関は契約者の情報を信用情
報機関に提供・照会し、返済できるとい
う信用があるかどうかを調査しているこ
とを解説する。

・クレジットカードやローンを利用する際
は、計画的に利用することが大切である
ことを理解させる。

ワークシート③
・信用は築くもの

指導者用パワーポイント資料

まとめ

５分

●学習内容をワークシー
トにまとめ、発問に答
える。

・利息の意味、多重債務とその対処法、ク
レジットカードやローンを計画的に利用
することの大切さについて理解できた
か、発問する。

ワークシート③
・まとめ

　授業展開例③　ステージ3　「クレジットカードは計画的に利用しよう」
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ワークシート解答例 ※生徒用及び解答付ワークシート（エクセル）は Web サイトからダウン
ロードできます。先生用ページ「教材紹介」からご覧ください。

【
利
息
の
計
算
方
法
】

・
利
息
の
計
算
方
法
は
（
　
元
金
　
）
×
	（
　
金
利
　
）
	×
（
　
期
間
　
）

・
元
金
と
は
（
　
借
り
た
　
）
お
金
。

・
金
利
と
は
元
金
に
対
す
る
一
定
期
間
の
（
　
利
息
　
）
の
割
合
。

	
	

	
	

【
利
息
を
計
算
し
て
み
よ
う
】

　
50
万
円
を
年
利
15
%
で
借
り
る
と
き
、
利
息
は
い
く
ら
？

【
「
利
息
計
算
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
以
下
の
条
件
を
入
力
し
、
利
息
と
支
払
総
額
を
記
入
し
よ
う
】

条
件
：
月
々
支
払
額
　
金
利
（
実
質
年
率
）

元
金
分

利
息
分

返
済
総
額

月
々
20
,0
00
円

金
利
　
年
15
%

50
0,
00
0

10
2,
98
7	

60
2,
98
7	

月
々
20
,0
00
円

金
利
　
年
5%

50
0,
00
0	

29
,0
38
	

52
9,
03
8	

月
々
10
,0
00
円

金
利
　
年
15
%

50
0,
00
0	

28
9,
07
5	

78
9,
07
5	

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
計
画
的
に
利
用
し
よ
う

・
ロ
ー
ン
と
は
（
　
金
融
機
関
　
）
か
ら
お
金
を
借
り
る
こ
と
を
い
う
。

	
	

	
例
：
（
　
教
育
　
）
ロ
ー
ン
、
　
（
　
住
宅
　
）
ロ
ー
ン
　
な
ど

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
は
買
い
物
だ
け
で
な
く
、
お
金
を
借
り
る
機
能
も
つ
い
て
い
る
。

　
こ
れ
を
（
　
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
　
）
機
能
と
い
う
。

【
ロ
ー
ン
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
の
注
意
点
】

・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
は
、
A
TM
か
ら
簡
単
に
お
金
が
借
り
ら
れ
る
反
面
（
　
借
り
過
ぎ
　
）
に
注
意
が
必
要
。

・
借
金
返
済
の
た
め
に
、
A
社
、
B
社
、
C
社
へ
と
新
た
な
借
金
を
繰
り
返
し
、
返
済
困
難
な
状
況
に
陥
る
こ
と
を
（
　
多
重
債
務
　
）

　
と
い
う
。

・
返
済
能
力
を
超
え
、
借
金
返
済
が
で
き
な
い
場
合
は
経
済
的
な
立
ち
直
り
を
図
る
（
　
債
務
整
理
　
）
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
具
体

的
に
は
任
意
整
理
、
特
定
調
停
、
個
人
再
生
手
続
き
、
（
　
自
己
破
産
　
）
が
あ
る
。

・
万
一
の
場
合
、
一
人
で
悩
ま
ず
（
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
）
へ
相
談
す
る
。
	
	

	
	

【
ロ
ー
ン
や
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
を
利
用
す
る
時
に
注
意
す
る
こ
と
を
ま
と
め
て
み
よ
う
】

例
）
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
前
に
、
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
よ
く
考
え
る
。

買
い
た
い
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
貯
蓄
を
す
る
な
ど
し
て
、
借
り
る
金
額
を
最
小
限
に
す
る
。

返
済
の
見
込
み
が
な
い
借
金
は
し
な
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ロ
ー
ン
で
支
払
う
分
は
先
に
分
け
て
管
理
す
る
。

【
信
用
は
築
く
も
の
】
	
	

	
	

・
信
用
情
報
機
関
と
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
ロ
ー
ン
な
ど
の
（
　
契
約
内
容
　
）
や
（
　
支
払
状
況
　
）
を
一
括
管
理
し
て
い
る
。

・
金
融
機
関
は
、
契
約
者
の
信
用
情
報
を
信
用
情
報
機
関
に
（
　
提
供
　
）
・
（
　
照
会
　
）
し
、
信
用
を
調
査
し
て
い
る
。

・
支
払
の
（
　
延
滞
　
　
）
が
続
く
と
そ
の
情
報
が
金
融
機
関
で
共
有
さ
れ
、
新
た
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
る
と
き
や
住
宅
ロ
ー

ン
な
ど
で
お
金
を
借
り
る
と
き
に
（
　
審
査
　
）
が
通
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

【
ま
と
め
】
こ
の
学
習
全
体
を
通
し
て
、
あ
な
た
の
意
見
が
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

例
）
リ
ボ
払
い
は
テ
レ
ビ
や
広
告
で
よ
く
見
か
け
る
の
で
簡
単
に
利
用
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
利
息
が
高
い
こ
と
を
知
っ
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
と
き
は
、
利
息
が
い
く
ら
か
か
る
か
調
べ
て
か
ら
利
用
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

支
払
の
延
滞
で
、
い
ざ
住
宅
ロ
ー
ン
を
借
り
た
い
と
思
っ
て
も
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
前
に
、
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
考
え
た
い
と
思
う
。
	

　
・
金
利
や
月
々
の
（
　
支
払
額
　
）
に
よ
っ
て
、
支
払
総
額
は
変
わ
る
。

　
・
金
利
が
（
　
高
い
　
）
と
利
息
は
多
く
な
る
。
借
り
る
期
間
が
（
　
長
い
　
）
ほ
ど
利
息
は
増
え
る
。

　
・
お
金
を
借
り
る
時
は
（
　
金
利
　
）
が
何
％
で
、
（
　
支
払
総
額
　
）
が
い
く
ら
に
な
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

50
0,
00
0

50
0,
00
0

50
0,
00
0

0
10
0,
00
0
20
0,
00
0
30
0,
00
0
40
0,
00
0
50
0,
00
0
60
0,
00
0
70
0,
00
0
80
0,
00
0
90
0,
00
0

金
利
15
％（
実
質
年
率
）

月
々
20
,0
00
円
		

金
利
5％
（
実
質
年
率
）

月
々
20
,0
00
円
		

金
利
15
％（
実
質
年
率
）

月
々
10
,0
00
円
		

元
金
分

利
息
分

利
息

（
　
29
,0
38
　
）
円

利
息

（
　
10
2,
98
7　
）
円

利
息

（
　
28
9,
07
5　
）
円

（
円
）

＜
元
金
50
万
円
の
リ
ボ
払
い
の
利
息
（
元
利
均
等
返
済
）
＞

【
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
機
能
と
は
】

①
1年
後
に
支
払
う
利
息
は

50
万
円

×
15
％

×
1年

＝
（
　
75
,00
0　
）円

②
1か
月
後
に
支
払
う
利
息
は

50
万
円

×
15
％
×
1/（
　
12
　
）

×
1月

＝
（
　
6,2
50
　
）円

③
1日
後
に
支
払
う
利
息
は

50
万
円

×
15
%×
1/（
　
36
5　
）

×
1日

＝
（
　
20
5　
）円



・20・ 著作：東京都消費生活総合センター

（2）成年年齢引下げに対応した授業提案　　　　　
●　題材名：経済生活を営む　　●　実施科目：家庭基礎

●　題材の目標

　・消費生活の現状と課題，消費行動における意思決定や契約の重要性，消費者保護の仕組みについて理解する。

　・成年年齢が18歳になることから、未成年・成年の法律上の責任の違いについて理解する。

　・消費者の権利と責任を自覚して、主体的に行動できる力を身につける。

１時間目 第２、３時間 ４時間目

小題材名

・職業生活を設計する
・計画的に使う
・国民経済・国際経済と家庭の経
済生活

・現代の消費社会
　（1）契約と契約トラブル
　（2）消費者をめぐる問題

・消費行動と意思決定
・これからの消費生活と環境

目　標

・経済的自立と職業について主体
的に考える力を身につける。

・経済社会の仕組みと家計との関
係を理解する。

・成人になるまでに押さえておき
たい「契約」「消費者信用」、
「消費者保護制度」について理
解する。

・消費者問題について知り、適切
な行動がとれるようにする。

・消費者には権利と責任があるこ
とを理解し、それに伴う各法律
について知る。

・消費行動における自らの意思決
定と責任について理解する。

・持続可能な社会にむけての消費
行動について考える。

　　

　　●　学習指導過程

時　間 主な学習活動 指導上の留意点 教材・資料

導　入

10分

1.成人になると、何が変
化するのか考える。

・自由な発想でディスカッションできる
ように促す。

・クイズを解説した後、18歳成人になる
と「一人で契約できる」ようになること
を説明する。

A3以上の大きな用紙（グループワーク用）
Web1.18歳で成人になって、できるこ

と、できないこと
指導者用パワーポイント資料
ワークシート④

展開Ⅰ 
 
 

10分

2.契約の基礎知識を理解
する。

・クイズに挑戦させた後、契約の基礎知
識を説明する。

・契約はお互い対等で自由に決めること
ができるが、一度成立したら強い拘束力
が発生することを理解させる。

Web2.次のうち「契約」はどれ？
Web3.一度成立した契約の「拘束力」って？

指導者用パワーポイント資料
ワークシート④

展開Ⅱ

25分

3.一度成立した契約の拘
束力について考える。

・事例を基に、今までの契約トラブルの
事例と、その結果がどうなったのかを自
由に話し合う。

・自分の経験を通じて、いったん成立し
た契約はどちらか一方の都合でやめるこ
とができないことを確認する。

・契約する前に十分に検討することの重
要性に気付かせる。

Web4.契約をやめられる場合とやめら
れない場合の違いは？

指導者用パワーポイント資料
ワークシート④

まとめ

５分

4.学習内容を振り返り、
意見交換をする。

・一度成立した契約は強い拘束力がある
ことを理解しているかどうか確認する。

・次時は、「契約はどんな場合でもやめる
ことができないのか」を考えると伝え、
生徒の関心を高める。

ワークシート④

「成人になる」までに押さえておきたい（　契約　）の基礎知識を理解する。
　契約には、強い（　拘束　）力が発生することについて、考える。

「成年年齢引下げク
イズ」に取り組む。

「契約クイズ」に取
り組み、ワークシー
トに記入する。

「契約トラブルの事例」
を基にグループでディ
スカッションする。

「契約の注意点」を
整理する。

グループごとに、この
授業を通して気付いた
ことや疑問点をワーク
シートに記入する。

　授業展開例④　「契約と契約トラブル」

※Web版読本「番外編」を活用した授業提案

※Web版読本「番外編」の説明　ｐ10参照
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ワークシート④　「契約と契約トラブル」

　　　年　　組　　名前　　　　　　　　　　　

理解度✔

ねらい
「成人する」までに押さえておきたい（　契約　）の基礎知識を理解する。

契約には、強い（　拘束　）力が発生することについて、考える。

1 「18歳で成人すると何が変化するのか」を考え、ワークシートに記入しましょう。

大人になるとできるようになること

例）お酒が飲める、たばこが吸える。（20歳）※
　　自分一人で何でも買える。
　　自動車免許が取れる。
　　選挙に行ける。
　　親の承諾なしに、結婚できる。

例）国民年金保険料を支払う。（20歳）※
　　働いて経済的に自立する。　
　　（罪を犯したら）名前が公表され、刑罰を受ける。（20歳）※

2 契約の基礎知識について（　　　　）に当てはまる用語を埋めましょう。

契約は、法的な（　拘束力　）が発生する約束事である。
契約の方式は（　自由　）で、（　口頭　）でも契約は成立する。
契約は、（　申し込み　）と（　承諾　）というお互いの（　意思表示　）が合致した時点で成立する。
一度成立した契約は、お互いに（　権利　）と（　義務　）が生じ、どちらか一方の都合でやめることが
（　できない　）のが原則である。

1．18歳成人になると何が変化するのか知っている。. （1.1つ　2.2つ　3.3つ　4.4つ　5.5つ以上）
2．契約とは何か、説明できる。. . . （1.説明できる　　　　　2.説明できない）
3．契約する際の注意点を知っている。.. . （1.1つ　2.2つ　3.3つ　4.4つ　5.5つ以上）

当てはまる番号に○を付けましょう。選択肢が数字の場合、知っている数で答えてください。

3 事例を参考に、自分や周りの人が「契約をやめたい」と思った経験を話し合いましょう。

販売方法 購入した商品、価格など やめたいと思った理由 やめられたか。その時の状況など

4 契約時の注意点について、まとめましょう。

5 この時間を振り返り、どのような活動をしましたか？

設問例Ⅰ. この時間を振り返り、どのような活動をしましたか？
設問例Ⅱ. 活動を通じて、気付いたことや、自分の考えが深まったことは何ですか？
設問例Ⅲ. 活動に向けて、調べたいと思ったこと、掘り下げたいことは何ですか？

契約前に、本当に必要かどうか考える。　　　自分で支払える範囲の金額かどうか確認する。
契約前に、契約する内容を十分に確認する。　商品の値段、品質、表示をよく比較検討してから、選ぶ。
通信販売の場合、返品条件を確認する。　　　支払方法を確認して、自分に合った支払方法を選ぶ。

例）ネット通販

スーパー
靴屋

ネット通販

チケット3枚　2万円

キャベツ　200円
スニーカー　8,000円

ゲームアイテム　30万円

同じチケットだから

キャベツとレタスを間違えた。
家に帰ってみたらやっぱり
似合わない。
携帯電話料金と一緒に、30
万円の請求が来て、親に怒
られた。

やめられない。ネットに「返品不可」
と書いてあった。

レシートを持っていったら、返品できた。
レシートを持っていったが、返品でき
なかった。
消費生活センターに相談して、支払わ
なくてすんだ。

大人として果たすべきこと

※生徒の自由な発想をイメージして赤字で加筆しているため、正解の解答ではないものもあります。

ワークシート解答例 ※生徒用及び解答付ワークシート（エクセル）は Web サイトからダウン
ロードできます。先生用ページ「教材紹介」からご覧ください。

（　権利　） （　責任　）
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　　●	学習指導過程

時　間 主な学習活動 指導上の留意点 教材・資料

導入

５分

●前時の復習をする。 ・契約時の注意点について、理解度を確
認する。

展開Ⅰ

20分

1.契約トラブルの寸劇に
取り組み、どこが問題
だったか考える。

・契約トラブル事例（悪質商法）をロー
ルプレイで体験し、事例のどこが問題だ
ったか話し合わせる。

・クーリング・オフ制度について伝える。
・クーリング・オフの他にも、取消し、
無効など契約を解除する制度について説
明する。

・前時の通信販売のトラブル事例と、今
回のトラブル事例を比較して、契約をや
めることができるのは、どういう場合か
考えさせる。

ロールプレイ　寸劇台本
「キャッチセールスにご用心」

Web4.契約をやめられる場合とやめら
れない場合の違いは？

指導者用パワーポイント資料

ワークシート⑤

展開Ⅱ

20分

2.消費者保護の制度につ
いて理解する。

・民法の基本的な考え方は「お互い対
等」であるが、実際には事業者と消費者
の間には格差があり、格差を埋めるため
に消費者を支援する制度があることを説
明する。

・未成年・成年の法律上の責任の違い
（未成年者取消権の有無）について説明
する。

Web5.消費者が一方的に契約をやめるこ
とができる制度があるのはなぜ？

指導者用パワーポイント資料

ワークシート⑤

まとめ

５分

3.学習内容を振り返り、
意見交換をする。

・消費生活センターの窓口（188）を紹介
する。

・契約の知識について、授業の最初と最
後で自分の理解度がどの程度変容したの
かをワークシートで確認させる。

ワークシート⑤

消費者問題について知り、なぜ消費者を（　支援　）する制度があるの
かを理解する。

事例を基に、契約を
やめることができる
のはどういう場合か
グループでディスカ
ッションする。

グループごとに、こ
の授業を通して気付
いたことや疑問点を
ワークシートに記入
する。

　授業展開例⑤　「消費者をめぐる問題」

※Web版読本「番外編」の説明　ｐ10参照
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ワークシート⑤　「消費者をめぐる問題」

　　　年　　組　　名前　　　　　　　　　　　

消費者問題について知り、なぜ消費者を（　支援　）する制度があるのかを理解する。

Web版読本「番外編4」を見て、事例のどこが問題だったのか考え、ワークシートに記入しましょう。

問題と思った点

例）「モデルにならないか」とスカウトされ、ついていった。 　
モデルとして芸能事務所に登録するには、プロフィー
ルを作成するための写真撮影といくつかのレッスンを
受ける必要があると言われた。　
事業者から「クレジットで支払ってもよい。モデルの仕
事を始めれば10万円なんてあっという間に取り返せる」
と言われた。

例）声をかけられてもついていかない。　 
本当に必要だったのかよく考える。 
うまい話にのって、借金をしてまで契約しない。

契約をやめることができる制度について、（　　　　）に当てはまる用語を埋めましょう。

クーリング・オフとは、訪問販売などの（　特定　）の取引の場合、一定期間内であれば、（　無条件　）
で契約をやめることができる制度である。
未成年者（　取消し　）とは、本人か、保護者が（　申し出る　）ことによって、契約をやめることができ
る制度である。

1．契約をやめることができる制度を知っている。　（1.1つ　2.2つ　3.3つ　　4.４つ　　5.５つ以上）
2．契約をやめることができる場合を説明できる。　（1.説明できる　　　　　2.説明できない）

当てはまる番号に○を付けましょう。選択肢が数字の場合、知っている数で答えてください。

Web版読本「番外編4」の事例を比較して、契約をやめることができるのはどういう場合か話し合いましょう。

消費者を保護する制度について、（　　　　）に当てはまる用語を埋めましょう。

この時間を振り返り、どのような活動をしましたか？

設問例Ⅰ. この時間を振り返り、どのような活動をしましたか？
設問例Ⅱ. 活動を通じて、気付いたことや、自分の考えが深まったことは何ですか？
設問例Ⅲ. 活動に向けて、調べたいと思ったこと、掘り下げたいことは何ですか？

1

2

3

4

5

どうすればよかったか

①スニーカー（店舗購入）②チケット（ネット購入）

例）・いろいろな店や商品を比較できる状態、つまり
冷静な判断ができる状態で、契約したからやめ
られない。

契約の基本的な考え方は、契約する当事者同士が（　対等　）な関係であるが、実際には事業者と消費者の
間には、構造的な（　格差　）が存在している。
その格差を是正するために、国は事業者を（　規制　）する法律や、消費者の（　利益　）を守る制度を設
けている。
また、消費生活センターなどの行政機関を設置し、消費者を（　支援　）している。

理解度✔

ねらい

ワークシート解答例 ※生徒用及び解答付ワークシート（エクセル）は Web サイトからダウン
ロードできます。先生用ページ「教材紹介」からご覧ください。

③キャッチセールス（訪問販売）

例）・不意打ち的な状況で勧誘されて契約したから
クーリング・オフができる。

・他の人の話を聞くこともできず、良い商品かど
うか比較する時間がなかったので、冷静に判断
できなかったからクーリング・オフができる。
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（3）主体的・対話的で深い学びの授業提案
●　題材名：見えないお金の仕組みと機能を学ぶ　　●　実施科目：家庭総合

●　題材の目標

　・今日の家計は、クレジットカードや電子マネーの普及などキャッシュレス化によって大きく変化しており、情報が

氾濫する中で慎重な意思決定が求められていることを具体的な事例を通して理解させる。

１時間目 ２時間目 ３時間目

小題材名 キャッシュレス化による金銭管
理

クレジットカードと契約 クレジットカードの支払方法とショ
ッピング利用時の注意事項

目　的

・日常生活で使われている様々
な「お金の代わりをするカー
ド」とその機能を知る。

・クレジットカードの仕組みと
特徴を理解する。

・契約の基礎知識を踏まえ、契
約内容を理解し、規約を守る
ことの大切さを理解する。

・クレジットカードの支払方法の種
類と特徴を知る。

・リボ払いの利息計算から、計画的
にクレジットカードを利用するこ
との重要性を理解する。

● 学習指導過程

時　間 主な学習活動 指導上の留意点 教材・資料

導　入
 

５分

1.グループワークの流れ
と、本時のねらいを確
認する。

展開Ⅰ
 

15分

2.自分や家族の持って
いる「お金の代わりを
するカード」を出し合
い、カードに関する自
分たちの知識、経験を
伝え合う。

・お金の代わりをするカードやチラシ、
広告などを見せ、急速にキャッシュレ
ス化が進行している現状に気付かせる。

・カードの使い方を話し合う中で、様々
なカードの特徴に気付かせる。

お金の代わりをするカードセット

クレジット機能付きポイントカードのチ
ラシ、広告（本物）

ワークシート⑥

展開Ⅱ
 

15分

3.各グループに用意され
た紙にそれぞれのカー
ドについての意見を書
き込む。

・必ずしも正解・不正解を聞いているわ
けではないと助言し、自由な発言を促
す。

A3以上の大きな用紙
（グループワーク用）

展開Ⅲ
 

10分

4.お金の代わりをするカ
ードの特徴と契約につ
いて学習する。

・支払いに使用できるカードの機能を説
明し、「カードを持つためには各社と会
員契約を結ぶ必要がある」ことを説明す
る。

A3以上の大きい紙（グループワーク用）

お金の代わりをするカードのフリップ

ワークシート⑥

まとめ
 

５分

5.学習内容を振り返り、
意見交換をする。

・次週はクレジットカードについてWeb
版読本で学習することを予告し、生徒の
興味関心を高める。

ワークシート⑥

（　キャッシュレス　）化が急速に進む中、自分や家族が持っている
カードの特徴を理解する。

全体で発表する。

　授業展開例⑥　「キャッシュレス化による金銭管理」

グループごとに、こ
の授業を通して気付
いたことや疑問点を
ワークシートに記入
する。

数種類のお金の代わり
をするカードを前払
い、即時払い、後払い
に仕分けてみる。
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ワークシート⑥　「キャッシュレス化による金銭管理」

　　　年　　組　　名前　　　　　　　　　　　

ねらい
（　キャッシュレス　）化が急速に進む中、自分や家族が持っているカードの特徴を理解

する。

自分や家族の持っている「お金の代わりをするカード」を出し合いましょう。
どんなカードを使って商品やサービスを購入しているか話し合ってください。

ICUCA
・電車に乗る。
・おサイフケータイなのでICカードで
はない。

・駅でチャージする。
・売店でお菓子を買う。
・自動販売機でお茶を買う。
・コンビニでチャージをする。

「お金の代わりをするカード」について思ったことを話し合いましょう。現金と比較してどのような違
いがあるかについても考えてください。

・かっこいい。　・お金はなくしたら戻らないけど、カードならストップすることができる。
・ポイントやマイルがたまってお得。　・何でも買える魔法のようなカード。
・ネットショッピングで使える。買いやすい。ショッピングし放題。　・身分証明になる。
・現金と違って身軽。小銭が増えない。

お金の代わりをするカードを前払い、即時払い、後払いに分類してみましょう。

この時間を振り返り、どのような活動をしましたか？

設問例Ⅰ.この時間を振り返り、どのような活動をしましたか？
・現金以外の支払方法（電子マネー、クレジットカードなど）が多様化する中、「お金の代わり
をするカード」を使って、現金との違いを理解した。

・キャッシュレス化が進む中で、お金の代わりをする様々なカードの特徴を理解し、自分はどの
ように金銭管理を行ったらよいか考えた。　など

1

2

3

4

支払時期 カードの機能 主なカード

前払い
（　プリペイド　）カード

事前にカードに入金された金額の範囲で買い物などに
利用する。

即時払い
（　デビット　）カード

カード利用と同時に銀行の預金から買い物代金が引き
落とされる。

後払い
（　クレジット　）カード

カードを提示することで、買い物などに使用する。
後日、銀行の預金から買い物代金が引き落とされる。

Qunカード
・コンビニエンスストアで食べ
物を買う。

・景品などでもらうことが多
い。

・使い切ったら終わり（何度も
チャージできない）。

LIME.PAY
・ネットショッピングで音
楽やゲームを買う。

・チャージがコンビニに行
かなければいけないので
面倒。

・チャージは銀行口座から
引き落としにした。

「カードを持つためには各社と
会員契約を結ぶ必要がある」こ
とを確認します。

付録の「お金の代わりをするカ
ード」のフリップにマグネット
を付ければ、黒板やホワイトボ
ードに張って、支払いに使用で
きるカードの機能を説明するこ
ともできます。

現時点で生徒がどのようなこと
を知っているのか、気付きを多
く引き出します。正解・不正解
を求めるのではなく、実生活で
役立てたいと思えるように、自
由な意見を促します。

付録の「お金の代わりをするカー
ド」を使い、自分や家族が使って
いるカードを想起させ、自由な意
見を引き出すことにより、キャッ
シュレス化が生徒の生活の中でど
の程度浸透しているのか把握する
ことができます。

習熟度の理解度チェックポイント

ワークシート解答例 ※生徒用及び解答付ワークシート（エクセル）は Web サイトからダウン
ロードできます。先生用ページ「教材紹介」からご覧ください。

設問例Ⅱ.活動を通じて、気付いたことや、自分の考えが深まったことは何ですか？
・友だちが持っているお金の代わりになるカードの中には、自分が知らないカードもあった。ま
た、これまでは、親がチャージしてくれた前払いのカードを使っていたが、今日の授業で、即
時払い、後払いできるカードがあるということも知った。

　
設問例Ⅲ.活動に向けて、調べたいと思ったこと、掘り下げたいことは何ですか？
・友人が持っているカードは、〇〇コンビニで買い物すると、ポイントが付くという。どうして
そのような特典が付くのだろうか。など

Ⅰ □　基本事項のキーワードを押さえ、授業のねらいである「カードの特徴」を理解する。

Ⅱ
□　授業のねらいである「カードの特徴」を理解する。
□　自分の生活体験と授業内容を関連付けて、言葉で説明することができる。

Ⅲ □　「カードの特徴」について理解するだけでなく、新たな疑問や課題を自分で見つけ、探求しようとす
る。

考えるポイントを習熟度別に
した問いを用意しました。
Ⅰの問いに回答できた生徒に
はⅡを問いかけ、理解度を確
認し合いながら考えを深めら
れるように促します。
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※Web版読本ステージ1を活用した授業提案 

●　学習指導過程

時　間 主な学習活動 指導上の留意点 教材・資料

導　入

 
５分

1.前時の学習を振り返
り、本時のねらいを確
認する。

・前時の話し合いを思い出させる。 ワークシート⑦

展開Ⅰ.

25分

2.Web版読本で「クレ
ジットカードを作成す
る場面」を疑似体験す
る。.

3.Web版読本で「クレ
ジットカードの仕組
み」を視聴する。

・契約の基礎知識を伝える。
・前時の授業から、クレジットカードを
利用する機会が増えていることを共感さ
せ、クレジットカードのメリットを確認
させる。.

・クレジットカードが発行されるまでの
流れとクレジットカードの仕組みについ
て理解させる。

・クレジットカードを利用する場合、ク
レジット会社に借金をして商品等を購入
することになるため、経済的に信用のあ
る人だけがクレジットカードを持てるこ
とを伝える。

・三者間契約の仕組みを説明し、生徒の
理解度を確認する。

ワークシート⑦
前時で使用したワークシート.

ワークシート⑦

・消費者、販売店、クレジット会社の
フリップ

展開Ⅱ

 
15分

4.Web版読本で「クレ
ジットカード○×クイ
ズ」に挑戦する。

5.Web版読本で「クレ
ジットカード申込書」
を確認する。

・クイズは、何となく○、×で答えるのでは
なく、「会員規約」の画面から情報を集
め、理由も述べて答えるように指示する。

・契約＝会員規約の内容を守ることの大
切さについて理解させる。

・クレジットカードの申込用紙を見せ、
氏名や電話番号のほかにも、収入や借入
れなどの個人情報を記入する項目がある
こと、正しい内容を記入しなければなら
ないことを確認させる。

ワークシート⑦
クレジットカードの申込書（本物）

まとめ
 

５分

6.学習内容を振り返り、
気付いたことをワーク
シートに記入する。

・本時の学習内容を振り返り、次週への
つなぎとして、「消費者」だけでなく、
「販売店」「クレジット会社」のメリッ
トについて考えさせる。

ワークシート⑦

　授業展開例⑦　「クレジットカードと契約」

（　クレジット　）契約の仕組みを理解し、契約のルールを守ること
の大切さに気付く。

オープニングを見
て、Webの使い方を
確認する。

Web項目
１⃣クレジットカードの作成疑似体験
２⃣契約の基礎知識と販売方法の多様化
３⃣カードの種類と支払方法
４⃣クレジットカードのメリット

Web項目
５⃣クレジットカードの仕組み

Web項目
6⃣クレジットカード○×クイズ

Web項目
クレジットカード申込書
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ワークシート⑦　「クレジットカードと契約」

　　　年　　組　　名前　　　　　　　　　　　

ねらい （　クレジット　）契約の仕組みを理解し、契約のルールを守ることの大切さに気付く。

当てはまる用語を（　　　）に埋めましょう。

どんな状況でクレジットカードを使うか考え、
なぜクレジットカードを使うと便利なのか、理由を書きましょう。

当てはまる用語を（　　　）に埋めましょう。

クレジットカード○×クイズのヒントを会員規約から探して、理由とともに答えましょう。

第１問：収入があればだれでもクレジットカードを持つことができる。　答え（　×　）

理由：クレジットカードの入会申込をした個人のうち、クレジット会社が入会を認めた信用のある人しかクレジット

カードを持つことができないから。

第２問：クレジットカードの所有権は、クレジット会社にある。　　答え（　○　）
理由：「クレジットカードの所有権はクレジット会社にある」、「会員に貸与する」と規約に書かれているから。

第３問：暗証番号は４桁の数字であれば何でも構わない。　　　　答え（　×　）
理由：暗証番号は他人に推測されないような数字を設定して、だれにも教えてはいけないと規約で決まっているから。

1

2

3

4

契約とは、法的な（.　拘束力　）.が発生する約束事のことである。

契約は、（　申し込み　）と（　承諾　）というお互いの（　意思表示　）が合致した時点で成立する。

契約の方式は自由で、（　口頭　）でも成立する。

この時間を振り返り、意見交換をしましょう。

設問例Ⅰ. この時間を振り返り、どのような活動をしましたか？
・クレジットカードでの買い物は三者間契約で、クレジット会社に借金をして商品を買う仕組みであることが理
解できた。　

・クレジットカードを使って買い物をする時も、契約のルールを守る必要があることを学んだ。

5

解答例　
・（　現金　）を持っていなくても買い物ができる。
・（　分割して　）支払うことができる。

・（　後で　）支払うことができるとき。
・（　海外　）でも買い物ができる。

クレジットとは

「（信用）」 　

SHOP

　　 　　　 　　
③（一括払い
　  または分割払い）（三者間）契約 ①（商品・サービス

　  の提供）

②（代金一括立替払い）

（　　　　　　　） （　　　　　　　）
クレジット
会社

全員で一緒にオープニングを見
て、Web版読本の使い方を確認
します。

４⃣クレジットカードのメリットま
で視聴するように指示します。2
～3人で1台のパソコンを使い、
話し合いながらワークシートを埋
めていくのも効果的です。

５⃣クレジットカードの仕組みま
で視聴し、ワークシートに記入
するよう指示します。

6⃣クレジットカード○×クイズ
に挑戦し、ワークシートに記入
するよう指示します。

クレジットカード申込書で記入項
目を確認するよう指示します。

ワークシート解答例 ※生徒用及び解答付ワークシート（エクセル）は Web サイトからダウン
ロードできます。先生用ページ「教材紹介」からご覧ください。

WEB
読本

WEB
読本

WEB
読本

WEB
読本

WEB
読本

考えるポイントを習熟度別に用意しま
した。設問例Ⅰ.Ⅱ.Ⅲの考え方の違いに
ついては、P25を参照してください。

設問例Ⅱ. 活動を通じて、気づいたことや、自分の考えが深まったことは何ですか？
・クレジットカードは後払いできるから楽だと思っていたが、クレジット会社に借金をして商品を購入す
る仕組みだと知った。クレジットカードの仕組みを理解していないと、借金が返せなくなったり、トラ
ブルに巻き込まれたりする。　

・クレジットカードの所有権は自分にあると思っていた。「クレジットカードはクレジット会社からの借
りものだ」という意識を持ち、適切に管理しなければならない。　

・普段は、自分がひと月にいくら使っているか意識していない。クレジットカードを使うためには、計画
的にお金の管理ができるようにならないといけない。

　
設問例Ⅲ. 活動に向けて、調べたいと思ったこと、掘り下げたいことは何ですか？
・大学生の兄は、クレジットカードを出さないで、スマホをタッチするだけで簡単に買い物している。
自分も大学生になったら使ってみたいので、どのような仕組みになっているのか、知りたい。　

・近所のスーパーが「クレジットカードで支払うとポイントが貯まってお得」と勧めていた。お店側の
メリットは何か。野菜や肉はいつもそのお店で買っているので、本当に得するのか知りたい。

付録のフリップ（消費者、販売
店）を黒板に張って契約の基礎
知識（二者間契約）の説明をし
ます。後半、三者間契約との違
いを強調するのに効果的です。

黒板に張ってあるフリップ（消
費者、販売店）にクレジット会
社を追加し、三者間契約の仕組
みを再度説明します。フリップ
を使うと短時間でも何度も確認
することができ、契約の基礎知
識が身に付きます。

「大人になる」とは、「一人で
有効な契約ができる」ことであ
ることに気付かせ、会員規約の
内容をよく理解してから、慎重
に申し込むように伝えます。

クレジットカードに対して恐怖
心を与えるのではなく、賢く使
えば便利なものであること、興
味関心を持たせることが大切で
す。
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●　学習指導過程

時　間 主な学習活動 指導上の留意点 教材・資料

導　入

 
５分

1.前時の学習を振り返
り、本時のねらいを確
認する。

・三者間契約の仕組みを確認する。 ・消費者、販売店、クレジット会社の
フリップ

展開Ⅰ

 
15分

2.クレジットカードの主
な支払方法をワークシ
ートに記入する。

3.利息計算に必要な用語
と利息の計算方法をワ
ークシートに記入する。

・分割払い、リボ払いの違いを説明し、
支払終了時期と、支払総額に着目するこ
とを伝える。

・利息の計算方法の基礎知識を押さえ
る。

・購入金額が同じでも、毎月の支払額や
金利の違いによって、どのくらい利息が
変わるか実感させる。

・指導者用パワーポイント資料
・クレジットカード申込書、規約（本物）
ワークシート⑧

・指導者用パワーポイント資料
ワークシート⑧

展開Ⅱ

 
20分

4.クレジットカードを使
う際の注意点について
意見交換する。

・「消費者」「販売店」「クレジット会
社」それぞれのメリットについて考えさ
せる。

・戸惑っている班には、会員規約の文字
の大きさ、支払方法、手数料などを確認
させる。

・会員規約の条件に基づき、手数料や支
払総額を利息計算用プログラムでシミュ
レーションをするように促す。

・消費者、販売店、クレジット会社
のフリップ

・A3の用紙

・クレジットカードの申込書、
規約（本物）、広告（本物）

・利息計算プログラム※

まとめ

 
10分

5.学習内容を振り返り、
今後の生活にどのよう
に生かすか考える。

●クレジットカードの特徴や正しい使い
方を理解しておく意義をまとめる。

●キャッシュレス化の現状や企業の取り
組み、成年年齢引下げなどを新聞記事な
どで紹介し、生徒の関心を高める。

ワークシート⑧

　授業展開例⑧　「クレジットカードの支払方法とショッピング利用時の注意事項」

クレジットカードの支払方法を理解し、利用上の注意と（　計画　）
的に利用することの大切さについて、考える。

いろいろなクレジット
カードの申込書、会員
規約を比較して、気付
いたことをグループデ
ィスカッションする。

操作手順の説明通りに①②③④を入力すると、
計算結果と同時に、グラフが作成されます。

利息計算ができない場合でも
大丈夫です！
付録教材を使って、購入金
額、金利、毎月の支払額を入
力すると、分割払い、リボ払
いともに、支払総額と支払回
数が自動的に計算できます。

※利息計算用プログラムの紹介
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種類 支払方法 手数料
一括払い 1回払い、ボーナス1回払いなど かからない

分割払い 購入のつど（　支払回数　）を決めて支払う （　かかる　）

リボルビング払い 
（（　リボ　）払いともいう） 毎月（　一定額　）・（　一定率　）で支払う （　かかる　）

ワークシート⑧「クレジットカードの支払方法とショッピング利用時の注意事項」

　　　年　　組　　名前　　　　　　　　　　　

ねらい
クレジットカードの支払方法を理解し、利用上の注意と、（　計画　）的に利用すること

の大切さについて、考える。

当てはまる用語を（　　　）に埋めましょう。

50万円を年利15%で借りるとき、次の期間の利息を計算しましょう。

・ 利息の計算方法は 元　金 × 金　利 × 期　間

① 1年後に支払う利息は 50万円 × 15％ × 1年 ＝ （　75,000　）円

② 1か月後に支払う利息は 50万円 × 15％×1/（　12　） × 1月 ＝ （　6,250　）円

③ 1日後に支払う利息は 50万円 × 15%×1/（　365　） × 1日 ＝ （　205　）円

※元金とは（　借りた　）お金、金利とは元金に対する一定期間の（　利息　）の割合。

クレジットカードの申込書、会員規約、広告を比較して、気付いたことを記入しましょう。

・クレジットカードの申込書に金利が書いてあるが、各社によって違うことに気付いた。
・リボ払いの計算をしたら、金利が高いと利息も多くなることに気付いた。
・ポイントがお得と思っていたが、リボ払いの手数料のほうが高いことに気付いた。

1

2

3

この時間を振り返り、どのような活動をしましたか？

設問例Ⅰ　この時間を振り返り、どのような活動をしましたか？
・リボ払いは1回の支払金額が少ないので、高額なものでも買いやすい。しかし、商品を一括払
いで購入する場合と異なり手数料がかかり、支払総額は大きくなる。

　
・分割払いやリボ払いで大きな買い物をすると、金利が数％変わっただけで利息が増え、返済す
るのが難しくなる場合がある。

4

・クレジットカードの支払方法は主に（　3　）通りある。.
・（　分割　）払い、（　リボ　）払いなど、分割して代金を支払う場合は手数料がかかる。.
・手数料とは（　利息　）のことで、お金のレンタル料である。

教材のパワーポイント資料で、
クレジットカードの支払方法に
ついて説明します。
Web版読本ステージ2を閲覧さ
せながらワークシートに記入す
ることも可能です。

教材のパワーポイント資料で、
利息の計算方法について説明し
ます。
Web版読本ステージ3を閲覧さ
せながらワークシートに記入す
ることも可能です。

利息計算用プログラムを用いると
利息の計算が簡単にできます。

ワークシート解答例 ※生徒用及び解答付ワークシート（エクセル）は Web サイトからダウン
ロードできます。先生用ページ「教材紹介」からご覧ください。
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読本
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読本

・戸惑っているグループには、
会員規約の文字の大きさ、支
払方法、手数料などを確認さ
せるとよいでしょう。

・会員規約の条件に基づいた手
数料や支払総額を利息用計算
プログラムでシミュレーショ
ンをするのも効果的です。

付録のフリップ（消費者、販売
店、クレジット会社）を黒板に
張り付け、前時の復習をし、今
日のねらいを話します。三者の
それぞれのメリットを強調する
のに効果的です。

黒板の三者間契約の図を再度
紹介し、「消費者」「販売
店」「クレジット会社」のそれ
ぞれのメリットについて考える
ように促します。

考えるポイントを習熟度別に用意しま
した。
設問例Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの考え方の違いにつ
いては、P25を参照してください。

設問例Ⅱ　活動を通じて、気づいたことや、自分の考えが深まったことは何ですか?
・高校を卒業したら、よく行くお店のクレジットカードを作って、カード会員の特典を利
用したいと考えていた。しかし、クレジットカードの仕組みを学んで、お店側のメリッ
トについても考えられるようになった。実際に作る時は、他のクレジットカードとの違
いも比較して選びたい。

設問例Ⅲ　活動に向けて、調べたいと思ったこと、掘り下げたいことは何ですか?
・リボ払いを利用すると、返済がいつ終わるのか分からない状況になったり、支払総額が
予想以上に大きくなったりすることがある。クレジットカードでリボ払いにする時は、
計画を立てて利用しなければならないことを学んだ。お店の人の言うことやパンフレッ
トにある宣伝に振り回されないようにしたい。

　
・大学生になったら、海外旅行をしてみたい。クレジットカードを使えば分割払いできる
ので、すぐに行けると思っていたが、手数料がかかり、支払総額も大きくなる。お金を
貯めてからにするなど、よく考えて決めないといけない。

　
・支払方法をリボ払いにすると、ポイントが増えてお得になることがある。リボ払いは、
月々返済しやすい金額で買い物できるが、支払総額が増えるので、ポイントがたくさん
ついても、実際は販売会社やクレジット会社のメリットの方が大きいのではないか。ク
レジットカードを使わなければ買い物できないような場合は、その買い物が自分にとっ
て必要なのかどうか考えたい。
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①買い物の疑似体験を通して、商品を
選択する力を養う　

②消費者の権利と責任の考え方を身に
付ける　

③批判的思考力が養える

期待される3つの効果

ステージ1「どこで本を買う？」 ステージ1「トラブルが起きたとき、君ならどうする？」

Web版消費者教育読本【中学生向け】

▶ 東京くらしWEB  https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.jp/manabitai/kyouiku_web/

「時間がないから１ステージだけ」、
「必要な内容をまとめた前半だけ」、
「消費者の権利と責任に絞ってまとめだけ」、
など、それぞれの先生の授業計画に合わせて、
必要な場面だけを使った授業が可能です︕

高校生の学習にも利用可能です。


